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【出席率】 会員６４名中４８名 

【先々週出席率】 ９５．００% 

【ゲスト】     米山奨学生（加茂ＲＣ）孫 璐さん 

【ヴィジター】   三 条より 五十嵐昭一君  

【先週のメークアップ】 

    １０／ ５ 三条北ＲＣへ  永桶栄資君、坂本洋司君、佐藤秀夫君、渡邉久晃君 

    １０／ ６ 三 条ＲＣへ  天田 匡君、馬場一敏君、野島廣一郎君、吉井正孝君 

    １０／ ８ 吉 田ＲＣへ  馬塲信彦君、坂井範夫君 

    １０／１４ 加 茂ＲＣへ  飯山勝義君 

    １０／１６ 地区大会（新潟）へ  石山荘一君、佐々木常行君 

    １０／１７ 地区大会（新潟）へ   

石山荘一君、佐々木常行君、馬場一敏君、船久保孝志君 

                長谷川晴生君、木原 崇君、熊倉高志君、韮澤喜一郎君 

                野中 悟君、佐藤栄祐君、谷 晴夫君 

 

【会長挨拶】    石山 荘一 会長       

中越地区にまた災害が起きました。７．１３水害もようやく落ち着きやれやれと思っている矢先

に、今度は大地震が２３日午後６時頃に発生しました。時間が経つにつれ被害の大きさに驚いてお

ります。被害に遭われた方の一日も早い復興をお祈り申し上げます。 

１０月８日、馬場一敏会員のお父様が亡くなられ、佐々木幹事と通夜式に参列して参りました。

ご冥福をお祈り申し上げます。 

１１日、２００４～０５年度国際ロータリー第３７５０地区韓国ＧＳＥメンバー５名が来条、南
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クラブは１１日が担当で国際奉仕副委員長の坂本洋司さん、丸山征夫さん、佐々木幹事、私の４名

で１０時にアクアホテルに出迎え、その足で保内の植木祭りを見学。ＧＳＥメンバーの２名の方が

造園計画、都市計画を勉強されておられ熱心に隅から隅まで見学されておられました。昼食は魚作

さんにて、白倉さんに特別に腕を揮っていただき懐石料理を嗜み、皆さんとても喜んでおられまし

た。午後は、坂本さんの案内でホームセンタームサシを見学、３時過ぎには越前屋ホテルに帰着、

休憩の後二洲楼で３クラブ合同歓迎会を開催。ＧＳＥの方々は感激され日本の風習に少し驚いてい

る様子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６日～１７日は地区大会に出席して参りました。１６日は佐々木幹事と午後から出席、ＲＩ会

長代理の挨拶並びに現況報告を受け、ようやくロータリーの中身が少しずつ理解出来てきたような

気が致しました。二日目はホテル新潟にて８：３０～１６：５０まで本会議が行われ、私だけかも

知れませんが、感想は大変疲れました。出席されました会員の方々大変ご苦労様でした。 

但し、１７：１０からのボニージャックスを招いての「ロータリーの夕べ」は大変楽しく、１９：

３０終了後３クラブ全員で三条に戻って参りました。 

２７日（水）には３クラブ合同の横山ガバナー公式訪問が開催されます。全会員の参加をお願い

申し上げ、会長挨拶を終わらせていただきます。 

 

 

 

米山梅吉記念館 功労賞（記念館への特別寄付に対して・・・年間１００円×会員数を寄付） 

 ガバナー賞 （ロータリー財団年次寄付・米山記念奨学金寄付に対して） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 



 

               船久保孝志副幹事 

○社会福祉法人 青空福祉会 設立記念式のご案内 

 日  時    平成１６年１１月１３日（土） １０：００～１２：００ 

 会  場    三条市総合福祉センター 

 記念講演    新潟青陵大学 福祉心理学部助教授 斎藤敏靖様 

         「これからの精神保健福祉について」 

○三条市青少年育成市民会議より 

 「感謝と新たな出発の集い」感謝状の贈呈のご案内 

 日  時    平成１６年１１月２３日（火・祝） １８：００～ 

 会  場    ハミングプラザＶＩＰ 

 

 

 
 

～ １０月２５日￥３７，０００ 今年度累計￥３２２，５６０ ～ 

 

石山君    １０月２３日の地震には大変驚きました。被災された皆様の一日も早い復興をお祈

り申し上げます。 

船久保君   佐々木幹事が出張の為代理で幹事報告させていただきます。 

馬場（一）君 父の通夜、葬儀に出席していただき有難うございました。お蔭様で滞りなく終わり

ました。 

吉井君    米山月間事業です。加茂ＲＣさんのご紹介で孫さんをお迎えしました。最後までご

ゆっくりお過ごし下さい。 

田中（正）君 日照りの夏、水害、地震と続きましたが、平穏無事を祈りましょう。 

佐藤（譲）君 皆様がお元気でおりますようお祈り申し上げます。 

吉田（秀）君 プ高速道でバースト。ハイウェーパトロールがタイヤ交換をしてくれました。お年

寄りが親切にされ良い事もあります。 

馬塲（信）君 お蔭様で「よっかまち店」は１０月８日にＯＰＥＮ致しました。予定通り順調です。

また、地震は驚いておりますが、今のところ被害はなく喜んでおります。    

長谷川君   新潟中越地震の被災地の皆様へ、衷心よりお見舞い申し上げます。一日も早い復興

をお祈り致します。 

鈴木（圀）君 ○米山奨学生の孫さん、ようこそいらっしゃいました。 

       ○今回の地震には驚きました。 

佐藤（栄）君 地震、雷、火事、親父・・・次に来るものは？ 

相田君    新潟県中越地震、被災された皆様にお見舞い申し上げます。 

滝口君    地震の時は大阪におりましたが、帰ってきて被害がなくホッとしました。 

幹事報告 



嘉瀬君    今年の異常気象はどうなったのでしょう。夏は連日真夏日、大水害、地震と続けば

後は冬の大雪でしょうか。雪だけは戴けません。 

坪井君    水害、台風、そして今度は地震です。災害日本、一体どうなるのでしょう。 

坂本君    今度の地震で店舗が被害に遭いましたが、けが人は出ませんでした。不幸中の幸い 

です。 

田代君    中越大地震被災者の方々にお見舞い申し上げます。 

荒澤君    結婚祝いの花をいただきました。 

西巻君    １０月２１日、結婚祝い（バラの花）を戴き、夫婦共に喜びクラブに厚く御礼申し

上げます。 

永桶君    久し振りのロータリーです。 

安達君、白倉君、鈴木（幸）君、田中（久）君、田中（悌）君、渡邉君 

ＢＯＸに協力致します。 

住谷君    ボックスにご協力有難うございました。 

 

 

 

 

 

   
【会 員 誕 生】  

３日・・目黒義雄君         ４日・・木原 崇君 

   ６日・・岡村一男君        ２６日・・永桶栄資君 

  ２９日・・船久保孝志君      

 

【御夫人誕生】   

８日・・武藤良子（昭三）さん     

 

【結 婚 記 念】 

   １日・・西野治邦君・敏江さん    １２日・・野中 悟君・恵美子さん  

  １５日・・佐藤秀夫君・千枝さん    ２１日・・竹山昭二君・賢子さん 

  ２９日・・赤塚 寧君・康子さん     

   

★ おめでとうございます 

 
 

■□■ 米 山 月 間 ■□■ 

「日本の観光業」     米山奨学生  孫  璐 さん（加茂ＲＣ・新潟大学大学院） 

  私が、日本語を勉強し始めた頃によく耳にした言葉の中に、過労死という日本語があります。

それは、長時間過密の働きすぎによる突然死のことです。日本の交通事故による年間犠牲者の数

１ １ 月 の お 祝 い 



とほぼ同じです。 

  現代日本人の労働時間は、欧米諸国に比べて長いです。日本労働省が毎年発表する『労働白書』

１９９４年版によると、１９９３年の年間総実労働時間は１，９２０時間で、スウェーデン、ド

イツ、フランスより年間３００時間以上長いです。労働時間の長さは、自由時間を圧迫します。

そのため、日本の余暇は貧しいとよく耳にします。長期休暇は１週間以下が普通、それも土日込

みで家族が故郷に帰る盆と正月前後に集中し、高速道路の渋滞は数十キロになります。 

  私から見ても日本の生活はなかなか余裕が感じられません。日本に住んでいると、休みの日に

家にいることが休養にならないのです。新潟の生活を例としてみると、家が狭くて窓を開けても

隣の家がぐっと迫り、学校の回りはカラスだらけで、新潟ではよく目にする光景です。仕方がな

いから出かければ道は大混雑だし、レジャー施設とか美術館、レストランなんかも混んでいてい

つも待たされることになります。無意味な時間、お金ばかりかかってしまい、日本のリゾート地

へ行っても仕事のことで頭の中がいっぱい  で、ゆっくり滞在なんてする気になれないという人

もたくさんいると思います。 

  ２１世紀の観光業はグローバルな産業になっていくと思われます。国によっては、観光が経済

を支えているところもあります。しかし国際的に見て、日本人の観光や余暇に対する認識はまだ

まだいろいろな意味で薄いと指摘されています。 

  緩やかな経済成長という長期的な予測のもとで、日本の経済は現在緩やかなデフレ状態にあり、

今後の景気は厳しい状況にあります。観光も量的拡大を望むばかりではなく、質の高い持続的な

観光を構築することが今後の課題だと私は思います。 

  観光立国の競争は激烈な時代を迎えています。大観光資源を有する日本の近隣、私の祖国中国

が観光立国に向けた競争に本格的に取り組み、２００８年の北京オリンピック、２０１０年の上

海万博は世界にそのベクトルを示す見通しとなります。その中、外国人観光客を誘致する地域振

興を図る計画は、日本国内旅行産業に構造変革の波が押し寄せています。さらに、世界最速で高

齢化が進む日本では、市場にいかに対応するのか、高齢世代に向けて観光業界が新たな狙いをつ

けます。近いうちに５０才とその家族をターゲットとし、新世代を相手に取り組む勝負が観光業

界で静かに幕を開けました。そして、３５億円の政府予算は国内旅行を復活させる最強の切り札

となりました。長い歴史を持つ日本観光業が完全に立ち上がる日までそう遠くないと私は思いま

す。                              

         
  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


